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次
の
ペ
ー
ジ

一
般
質
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と
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弁

　

令
和
２
年
第
１
回
花
巻

市
議
会
定
例
会
は
２
月
28

日
か
ら
３
月
18
日
ま
で
の

日
程
で
開
か
れ
、３
月
６

日
に
は
議
案
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計

や
特
別
会
計
の
補
正
予

算
、市
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
の
変
更
、市
職
員

定
数
条
例（
消
防
職
員
）の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
、

田
瀬
湖
交
流
セ
ン
タ
ー
条

例
廃
止
、道
の
駅
は
な
ま

き
西
南
地
域
振
興
施
設
条

例
、花
巻
市
教
育
委
員
の

任
命
、人
権
擁
護
委
員
の

候
補
者
推
薦
に
つ
い
て
審

議
し
、い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
可
決
議
案
や
質
疑

は
次
の
と
お
り
で
す
。

可 決道の駅はなまき西南地域振興施設条例

　○質問･･･テナント等施設の使用料を定めた根拠について伺う。
　　答弁･･･道の駅の基本方針に基づき算出。さらに他の道の駅の状況を参考にし、料金設定を行った。

要旨 ･･･ 道の駅はなまき西南地域振興施設の設置に伴い、必要な事項を定めようとするもの。

中村祐美子　教育委員

道の駅はなまき西南 地域振興施設条例を可決

可 決花巻市過疎地域自立促進計画の変更に関し議決を求めることに
ついて

　○質問･･･食肉加工施設を運営する岩手県の第３セクターへの出資を要請されているのは本市のみか。
　　答弁･･･県内各市町村が出資を要請されている。
　○質問･･･廃棄物処理施設に対する設備更新の内容について伺う。
　　答弁･･･施設の長寿命化のために、電気設備の改修工事を行う。

要旨 ･･･ 食肉加工施設等への過疎債を発行するため変更するもの。

可 決花巻市職員定数条例の一部を改正する条例

　○質問･･･救急搬送の件数と傾向について伺う。また、増員分の職員はいつごろ配置されるのか。
　　答弁･･･令和元年は3,967件で前年より160件の減。増員分の配置は令和３年10月ごろを考えている。
　○質問･･･３人の増員ということだが、救急隊を１隊増やすには９人必要なのではないか。
　　答弁･･･今回は３人増員で専従化を図る。

要旨 ･･･ 救急および救助に対する出動体制を確保するため、消防本部および消防署の職員定数を改め　
　　　　ようとするもの。　

 

教
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に
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意

質　疑

可 決
要旨 ･･･ 利活用が見込めない田瀬湖交流センターを廃止しようとするもの。

田瀬湖交流センター条例を廃止する条例

　○質問･･･廃止された後の建物について今後の活用の見通しは。
　　答弁･･･�解体撤去の方向で考えているが、この後提案する東和森林総合利用施設、東和淡水魚栽培センター
　　　　　 と併せて地域と協議してきた。その中で、一部の施設について、地域で利用したいという声がある
                   ことから、地域に譲渡することも考えながら今後検討を進めていく。

質　疑

質　疑

　○質問･･･条例改正によって、公正な取引が維持できるのか伺う。
　答弁･･･昨年の５月から関係者と意見交換を行い、現状を反映した条例改正として合意している。

可 決花巻市公設地方卸売市場条例の一部を改正する条例

要旨 ･･･ 卸売市場法の一部改正に伴い、花巻市公設地方卸売市場が地方卸売市場として認定を受ける
　　　　ため、卸売市場における業務の方法および取引参加者の遵守事項について改正をしようとす
　　　　るもの。　

質　疑

質　疑

可 決花巻市市道の構造の技術的基準及び市道に設ける道路標識の寸法に
関する条例の一部を改正する条例

　○質問･･･�道路の副道に自転車通行帯を設けるという提案だが、本市においては歩道の設置も重要であると
                    考えるが兼ね合い等について伺う。　
　　答弁･･･�高速道路等以外の道路なので、県道・市町村道全て対象となる。国土交通省の解釈で、１日あたり自
　　　　　  転車で500台、人で500人、車の場合400台となっている。本市では合致するものはない。今後道路を
                    整備していく中で速やかに対応できるよう今回提案した。

要旨 ･･･道路構造令の一部改正に伴い市道の構造の一般的技術基準について改正を行おうとするもの。

質　疑

可 決字の区域（大迫地域、石鳥谷地域、東和地域）の新たな区画の設置に関
し議決を求めることについて

要旨 ･･･ 大迫、石鳥谷、東和地域の字の区域を既存の地割または区にしようとするもの。

質　疑
○質問･･･�辺地区域を設定し事業を行う場合、辺地債という有利な起債の制度がある。辺地の条件として、

50 人以上が住んでいることや辺地度点数が100点以上必要であるが、例えば、その範囲を内川目
１地割から４地割までと設定できるということか。

　答弁･･･�大迫地域では大迫、内川目、外川目、亀ケ森というくくりだったため、辺地度点数の100点を満たす
ことができなかったが、大迫・石鳥谷地域では地割、東和地域の場合は区単位で設定することがで
きるようになり、必要な範囲に辺地計画が設定できるようになる。


